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小林三郎教授の逝去

2006年ll月5日,本 学 の教育研究 に大 きな役

割 を果 た され,ま た40年 以上駿 台史学会会 員 と

して会務 に も貢献 された明治大学文学部考 古学専

攻教授 の小林三郎 氏が逝去 され た。 享年69歳 。

定年 まで あと任期 を5ヶ 月残 すのみであ った。

小林先生 は1937年1月13日 に東京都北区で生

まれ,1956年4月 に明治 大学文 学部 史学地理 学

科考古学専攻 に入学。駿 台史学会賞を受賞 した卒

論 「前 期古墳 の編年」 を提 出 し1960年3月,同

専攻 を卒業。翌月大学 院史学専 攻考 古学専修 に入

学,「 前期古墳 の研究」 と題 した修士論文 を提 出 書)は,『 日本考古学年 報』 『史学雑誌 』の前年度

し,1962年3月 には 同専 修修士 課程 を修了 され の動 向で,高 い評価 を受 けた。

た。 さ らに驚 かされるのは,古 墳研 究者 であ りなが

修士課 程終 了直後 の1962年4月 に明治大 学考 ら,陳 列館学芸員 時代の経験 か らか,石 器や縄文

古学陳列館(現 在 の明治 大学博物館考古学部門)土 器 の分析 もこな された ことであ る。 石器や縄文

学芸 員 と して採用 された。1971年4月 には明治 土器 を扱 える古墳 時代研 究者 は極 めて稀で はない

大学 文学部 専任講 師 とな られ,1976年4月 ・に助 だろうか。先生 が師 と仰 いだ杉原荘介教授が,旧

教授 昇格,1982年 に教授 昇格 され,生 涯 この地 石器時代か ら古墳 時代まで幅広 く論考を発表 して

位 にあ った。 その間,1982年3月 には 『古 墳蒔 いたので,そ の道を ζ本人 も歩 まれたのであろう。

代償製鏡の研究』で文学博士 の学位を受け られ た。 もちろん,古 墳 時代 以外の様 々な時期の遺跡の発

博士論文 のテーマが示 すよ うに,小 林先生の生 掘調査 も器用 に こなされてい る。 同僚の安蒜政雄

涯の研究 テ〒マは中国鏡 を古 墳時代の 日本列島で 教授 は,「 現場 学」 こそが小林考 古学 の真 髄 と評 .

模倣製作 した鏡 であ った。模 倣 とい って も,中 国 価す る。

鏡 を素材 に,日 本流 にア レンジして製作 された鏡 明 治大学 での小林 先生 は,組 合書 記長(1989

の種類 も多 く,プ ロ トタイプの中国鏡の型式が如 年就任,以 下 同 じ),組 合実 行委員長(1990),史

何な る ものか,判 断に苦 しむケース も多い。先生 学地理学科長(1992),考 古 学博物館長(1996),

は鋭 い観察眼 で,模 倣 の素材をい ろい ろ同定 して 大学院文学研究科委員長(2000)な どを歴 任され,

お られ た。 それを出発 点に,古 墳時代の 日中関係 大学 の運営 に尽力 された。 また学外での役職はさ

にも造詣が深 か った し,中 国考古学の動向 にも大 らに数多 く,文 化 庁文化財保護審議委員会委員 は

変敏感で あ った。 勿論 のこと,様 々な地 方 自治体の文化財保護審議

一腹 向けの著書 も古墳 時代を対象 とす るものが 委員会委員,様 々な遺跡の調査委員会委員 や委 員

中心 で,大 塚初重 名誉教 授 と一緒に編 まれ た 「古 長 を務 あ られた。地 元の北区では北区飛鳥 山博 物

墳大辞 典』(正 編 は1989年,続 編 は2002年 東京 館名 誉館長 として貢献 され,ま た1963年 以来 会

堂刊)が 著名 である。一 般書店で も入手可能な古 員で あった 日本考 古学協会では,委 員 を長 く務 め

墳 の発 掘調査報 告書 と して,『 信 濃大室積 石塚古 られたほか,2000年5月 に は副会長 に選 出 され,

墳群 の研究』(1は1992年,IIは2006年 東 京堂'2期4年 間副会長 として,旧 石器捏造 問題でゆれ

刊;1は 品切 れ)が あ る。 この ほか,茨 城県 ひた た当時の 日本考古 学協会に尽 くされた。

ちなか市虎塚古墳 や同小 美玉市(旧 玉里村)権 現 小林先生 の貢献 は,学 内外の様 々な側面 で極め

山古墳 など,地 方 自治体 か ら請 け負われた発掘調 て幅広 い。 また学 問的に も,古 墳時代考古学に限

査 の報告書 は数知 れない。晩年の研究成果で ある らず,様 々な時代 の遺跡,遺 物 に深 い造詣 を示 さ

『霞 ヶ浦北岸地 域 におけ る古墳 時代在地首 長層 の れた。 そのあま りに早す ぎるご逝去で,そ の穴は

政治 的諸関係理 解の ための基礎研 究』(科 研報告 なか なか埋 ま りそ うもない。(佐 々木憲一)
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